
宮津わかもの宣言	
～わかもの約30人による宮津の30の未来～ 

第１回 宮津わかもの会議 参加者一同	
平成30年12月26日 







想う 

語う 

形にする 

【基本スキーム】 



想う 
①町中をフィールドワークをする機会を作る。	
②１日市長	/	１日社長を通じて町を知る機会を作る。	

③宮津でとなりの“人間国宝”をして、魅力的な地域住民の可視化を行う。	
④宮津人々MAPを作り、魅力的な地域住民の可視化を行う。	

⑤公共施設の“使い方マニュアル”を作ることで、住民が地域に関わる機会	

　を作る。	
⑥“新宮津検定”を行うことで、地域のことを知ってもらう。	

⑦アンケート調査を通じて、宮津を客観的に見る機会を作る。	
⑧若者が立ち寄るMAP作ることで、若者が地域に触れる機会をつくる。	

⑨宮津のAtoZを考える機会をつくることで、宮津の魅力を再認識する。	

⑩思い出集め。突撃隣のオジイ、オバアを実施することで、昔の宮津の良	
　さを若い世代に伝える。	



語う 
⑪ワーホリの交換留学生などと議論をする機会を作る。	
⑫わかもの×「地域自治会」会議を行う。	

⑬わかもの×「他の学校の生徒」会議を行う。	
⑭わかもの×「市長・市役所」会議を行う。	

⑮わかもの×「社長・企業」会議を行う。	

⑯わかもの会議を定例化する。	
⑰ネット上でわかもの会議を開催する。	

⑱高校生同士をマッチングし議論を促進する。	
⑲大学/	高校の対話のための連携を強化する。	

⑳わかものによるまちづくりのためのチーム（まちづくり若者自治連）	

　を作る。	
	

	



形にする 
㉑海ゴミアートをして、楽しみながら地域課題を解決する。	
㉒宮津のカレー焼きなどのレシピを作り、復活させる。	

㉓高校生などによるダンス等の発表会を行う。	
㉔蔵ネタリウム等の魅力的な場所を宮津に作る。	

㉕空き家のリノベーションを行う。	

㉖わかもの応援基金を作る。	
㉗わかものを応援するための応援団を作る。	

㉘わかものを応援するための講座を行う。	
㉙写真スポット探しを行い、待ちの魅力を可視化する。	

㉚各種MAPを作ることで、魅力を可視化する。	

	



第２回 宮津わかもの会議に向け 
 

思い、語りを形に。 



ご静聴ありがとうございました。 


